
次のことがらの仮定と結論を書きなさい。

下の図で，ＡＣ   ＤＢ，点ＭはＡＢの中点ならば，ＭＣ＝ＭＤであることを次のように証明

した。証明の根拠となることがらを下の   ～   より選びなさい。

５点×２，各完答

①
仮定

①　△ＡＢＣ≡△ＤＥＦならば，ＢＣ＝ＥＦである。 ②　4の倍数は偶数である。

［証明］△ＭＡＣと△ＭＢＤにおいて，

　　ＭＡ＝ＭＢ

∠ＡＭＣ＝∠ＢＭＤ

∠ＭＡＣ＝∠ＭＢＤ

したがって，△ＭＡＣ≡△ＭＢＤ

これより，　　　  ＭＣ＝ＭＤ

仮定

下の図で，点Ｍは線分ＡＢの中点で，∠ＡＭＤ＝∠ＢＭＣ，ＭＣ＝ＭＤである。このとき，

△ＡＭＣ≡△ＢＭＤであることを証明しなさい。

［証明］△ＡＭＣと△  において，
仮定より，ＡＭ＝  
　　　　　ＭＣ＝  
また，∠ＡＭＣ＝∠ＡＭＤ＋∠  
　　　∠ＢＭＤ＝∠  ＋∠ＤＭＣ
仮定より，∠ＡＭＤ＝∠  だから，
　　　　　∠ＡＭＣ＝∠  
①，②，③より，  がそれぞれ等しいから，
　△ＡＭＣ≡△ＢＭＤ

①

②

③

下の図で，ＡＢ＝ＡＣ，∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＥならば，ＢＤ＝ＣＥである。これについて，次の

問いに答えなさい。

①　仮定と結論を書きなさい。

②　下の証明を完成させなさい。

［証明］△ＡＢＤと△ＡＣＥにおいて，

仮定より，ＡＢ＝ＡＣ

　　　∠ＡＢＤ＝∠  
共通な角だから，∠ＢＡＤ＝∠  
①，②，③より，  がそれぞれ等しいから，
　　　△ＡＢＤ≡△  
したがって，合同な図形の対応する  は等し
いから，ＢＤ＝ＣＥ

①

②

③

 対頂角は等しい。　  2直線が平行ならば，同位角は等しい。
 2直線が平行ならば，錯角は等しい。　
 合同な図形の対応する辺の長さは等しい。
 合同な図形の対応する角の大きさは等しい。
 3組の辺がそれぞれ等しい。（合同条件）
 2組の辺とその間の角がそれぞれ等しい。（合同条件）
 1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい。（合同条件）

結論

５点×４

５点×６，①完答

①
仮定

結論

②
  

  

  

  

  

②
仮定

結論

５点×８

「△ＡＢＣ≡△ＤＥＦ」 ならば 「ＢＣ＝ＥＦ」 である。 「4の倍数」 ならば 「偶数」 である。

「ＡＢ＝ＡＣ，∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＥ」 ならば 「ＢＤ＝ＣＥ」 である。

4の倍数

ＢＣ＝ＥＦ

△ＡＢＣ≡△ＤＥＦ

偶数

ＡＢ＝ＡＣ

∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＥ

ＢＤ＝ＣＥ

ＡＣＥ

ＣＡＥ

1組の辺とその両端の角

ＡＣＥ

辺の長さ

ＢＭＤ

ＢＭ

ＭＤ

ＤＭＣ

ＢＭＣ

ＢＭＣ

ＢＭＤ

2組の辺とその間の角


